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趣
旨
や
目
的
に
沿
っ
た
事

業
に
対
し
て
、
事
業
名
に

愛
荘
町
々
制
施
行
20
周
年
事
業
な

ど
の
冠
称
を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
実
行

委
員
会
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
や
、
20
周
年
限

定
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
イ
ベ

ン
ト
や
店
舗
等
で
機
運
を
高
め
て

い
く
べ
き
。　

　

令
和
７
年
に
町
制
施
行
20
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
広
く
町
民
、

民
間
団
体
、
関
係
組
織
か
ら
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
募
り
議
論
を
始
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

各
課
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
７
年
度
の
重
点
施
策

に
位
置
づ
け
町
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
に
示
さ
れ
た

未
来
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

住
民
に
迷
惑
・
心
配
を
か

け
て
い
る
。
今
後
の
対
応

を
問
う
。

野
良
猫
の
対
策
は
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
る
。
地
域

猫
活
動
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
支
え
て
い
る
。罠
で
捕
ま
え
る
。

避
妊
去
勢
手
術
を
す
る
。
も
と
居

た
場
所
に
戻
す
。
そ
の
後
、
一
代

限
り
の
命
を
地
域
で
暖
か
く
見
守

っ
て
あ
げ
る
活
動
で
あ
る
。
活
動

資
金
が
必
要
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
個
人
の
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
行
政
の
指
導
と
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

  

ま
ち
全
体
の
機
運
の
醸
成
に
つ

な
が
り
、
非
常
に
重
要
な
仕
掛
け

と
考
え
る
。

　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
２
０
２
５
と

町
制
20
周
年
を
同
じ
年
に
迎
え
る

こ
と
に
運
命
的
な
も
の
を
感
じ

る
。
実
行
委
員
会
の
意
見
も
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
、
例
え
ば
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

弓
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
新
た
な
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
町
内
外
に

広
く
発
信
し
た
い
。

　

記
念
事
業
を
契
機
と
し
、
町
政

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
歩
む
。

職
員
と
一
丸
と
な
り
、
町
民
・
町

内
の
地
域
団
体
等
と
の
皆
さ
ま
と

協
業
し
、
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

　

庁
内
横
断
的
に
検
討
で
き
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
形
成
し
、

企
画
立
案
し
て
い
く
。

　

地
域
の
公
衆
衛
生
の
向
上
と
良

好
な
生
活
環
境
の
促
進
を
図
る
た

め
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繫
殖

を
抑
制
し
、
適
切
に
管
理
す
る
活

動
を
支
援
す
る
目
的
か
ら
、
ど
う

ぶ
つ
基
金
が
発
行
す
る
、
さ
く
ら

ね
こ
無
料
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
を

行
政
枠
と
し
て
発
行
す
る
。
野
良

猫
問
題
の
解
決
に
は
さ
ら
な
る
対

策
強
化
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
で
は
、
県
が
実
施
す

る
地
域
猫
対
策
の
推
進
を
促
す
と

と
も
に
、
ど
う
ぶ
つ
基
金
が
行
う

さ
く
ら
ね
こ
活
動
を
広
報
し
、
動

物
愛
護
を
進
め
る
。

　

今
年
３
月
末
に
中
山
道
愛
知
川

宿
街
道
交
流
館
内
の
カ
フ
ェ
が
閉

業
し
住
民
か
ら
残
念
が
る
声
が
上

が
り
、町
と
し
て
対
応
を
協
議
し
、

６
月
６
日
よ
り
町
観
光
協
会
が
66

カ
フ
ェ
を
開
業
さ
せ
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
た
。

　

湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う
の
今

後
の
対
応
は
、
議
会
の
総
務
産
業

建
設
常
任
委
員
会
が
調
査
研
究
を

進
め
て
お
り
、
協
議
し
て
方
向
性

を
決
め
る
。

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
町
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
商
工
観
光
課
長
）
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町
制
20
周
年
記
念
事
業
計
画

今
後
の
街
道
交
流
館

湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う

犬
猫
の
致
死
処
分
ゼ
ロ
対
策

2025 年度は、年間を通して展
開しては

Q

町制施行 20 周年
記念事業

まち全体の機運を盛り上げる事業
を検討する
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湖東三山館あいしょう

ヒョウにより壊滅した麦圃場

県
全
体
で
は
、
９
，８
６

４
万
円
の
被
害
と
県
発
表

が
あ
っ
た
が
、
本
町
の
被
害
状
況

と
被
害
額
は
。

水
田
を
活
用
し
て
麦
、
大

豆
を
栽
培
す
る
と
、
戦

略
作
物
助
成
と
し
て
3.5
万
円
／
10

ａ
、畑
作
物
直
接
支
払
で
２
万
円
、

さ
ら
に
数
量
割
と
し
て
０
円
か
ら

数
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
麦
の

販
売
額
は
１
万
円
に
も
満
た
ず
、

農
家
は
交
付
金
に
頼
っ
て
い
る
の

が
実
態
だ
。
こ
う
し
た
農
業
経
営

に
対
す
る
所
感
は
。

自
治
会
内
宅
地
の
１
／
３

近
く
が
空
き
地
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
空
き
地
の
所

有
者
は
、
多
く
は
遠
方
に
居
住
さ

れ
て
い
る
。

　
空
き
地
に
は
毎
年
雑
草
が
生
い

茂
り
、
除
草
等
の
維
持
管
理
に
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
が
、
全
く
維
持
管
理
さ
れ
ず
、

近
隣
住
民
が
困
惑
し
て
い
る
空
き

地
も
多
く
存
在
す
る
。
や
す
ら
ぎ

を
お
ぼ
え
る
町
の
環
境
保
全
条
例

で
は
、
空
き
地
の
適
正
管
理
を

謳
っ
て
い
る
が
、
所
有
者
へ
の
指

導
は
。

ヒ
ョ
ウ
に
よ
る
壊
滅
状
態

の
麦
作
農
家
は
、
当
て
に

し
て
い
た
数
量
割
交
付
金
数
万
円

が
も
ら
え
な
い
。
町
か
ら
支
援
し
、

来
年
以
降
も
生
産
意
欲
が
減
退
し

な
い
よ
う
、
積
極
的
な
支
援
、
補

助
を
お
願
い
し
た
い
。

両
庁
舎
や
愛
の
郷
な
ど
９

施
設
の
あ
り
方
は
、
公
共

施
設
の
最
適
配
置
と
し
て
令
和
３

年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
方
針

は
、
令
和
４
年
夏
に
住
民
説
明
会

社
協
と
の
協
議
が
難
航
し

て
い
る
こ
の
状
況
で
は
、

令
和
８
年
４
月
に
は
、
愛
の
郷
を

複
合
施
設
と
し
て
開
館
さ
せ
る
と

い
う
町
民
と
の
約
束
は
守
れ
な
い
。

そ
の
こ
と
を
町
民
に
報
告
す
べ
き

と
思
う
が
考
え
を
求
め
る
。

社
協
と
の
協
議
は
ミ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
内

諾
を
得
た
つ
も
り
、
理
解
い
た
だ

い
た
つ
も
り
で
な
か
っ
た
か
。
今

後
は
、
社
協
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
十
分
に
取
っ
て
進
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

　
４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て

の
社
協
と
の
協
議
調
整
は
。

　

ハ
ウ
ス
被
害
44
件
１
２
０
万
円
、

野
菜
花
類　

ha
１
８
０
万
円
、
麦

全
損　

ha
１
，４
０
０
万
円
。（
被

害
額
は
想
定
）
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販
売
収
益
で
は
生
産
コ
ス
ト
は

回
収
で
き
ず
、
経
営
面
に
お
い
て

交
付
金
は
必
要
不
可
欠
な
要
素
で

あ
り
、
重
要
な
収
入
源
だ
。
交
付

金
を
し
っ
か
り
交
付
で
き
る
よ
う

対
応
を
進
め
、
農
業
経
営
の
安
定

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

今
回
の
ヒ
ョ
ウ
被
害
に
つ
い
て

は
、
収
入
保
険
が
適
応
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
被
害
範
囲
は
多

岐
に
わ
た
り
、
農
業
分
野
に
の
み

支
援
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
麦
被
害
に
対
す
る
個

別
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　

社
協
の
内
諾
を
得
ず
先
走
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
社
協
の
福
祉
事

業
は
地
域
住
民
に
定
着
し
て
お

り
、
社
協
業
務
と
専
門
職
員
の
配

置
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
、協
議
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

４
年
度
２
回
、
５
年
度
４
回

（
時
系
列
に
協
議
者
も
含
め
説
明
）

　

町
社
協
と
協
議
し
、
町
方
針
に

理
解
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
再

確
認
し
た
。
し
か
し
、
８
年
度
に

愛
の
郷
を
複
合
施
設
と
し
て
開
館

す
る
に
は
時
間
的
に
厳
し
い
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
議
会
と
も
共

有
し
な
が
ら
報
告
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
改
め
て
町
民
に
周
知
し

た
い
。

　

過
去
５
年
間
で
58
回
指
導
し
、

34
件
の
対
応
を
確
認
し
た
。
今
後

も
管
理
不
良
空
き
地
が
あ
れ
ば
、

区
長
の
と
り
ま
と
め
を
基
本
に
個

人
か
ら
の
通
報
も
受
け
付
け
る
。

（
農
林
振
興
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
町
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

問問

問

問問

問 問

答答

答

答答

答答

村西　作雄村西　作雄 議員議員
特に麦など農業被害に関して町支援をQ

4 月の甚大な
ヒョウ被害
A 麦被害に対する個別支援は考えていない

ヒ
ョ
ウ
に
よ
る

農
業
被
害
関
連

公
共
施
設
最
適
配
置
の
進
捗

　
　
特
に
愛
の
郷
の

複
合
施
設
化
は

空
き
地
の
適
正
管
理

録画配信はこちら録画配信はこちら

で
報
告
さ
れ
、
町
広
報
で
も
５
回

に
わ
た
り
周
知
さ
れ
た
。
そ
の
報

告
で
の
愛
の
郷
の
複
合
施
設
化
は
、

町
社
協
の
内
諾
を
得
て
の
表
明
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
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